
教 育 委 員 会 だ よ り

　
１２
月
２０
日
か
ら
２２
日
に
東
北

大
学
植
物
園
の
小
林
和
貴
先
生

と
森
林
総
合
研
究
所
の
能
城
修

一
先
生
が
、
勝
山
館
跡
や
そ
の

周
辺
か
ら
出
土
し
た
木
製
品
の

調
査
で
来
町
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
歴
史
文
化
基

本
構
想
策
定
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、
昔
の
人
た
ち
が
使

用
し
た
木
製
品
の
樹
種
の
特
定

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
約
３
０

０
個
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
、

森
林
総
合
研
究
所
（
茨
城
県
つ

く
ば
市
）
で
顕
微
鏡
を
使
っ
て

樹
種
の
分
析
を
行
い
ま
す
。

　
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
た
能
城

先
生
は
、「
ヒ
バ
が
圧
倒
的
に

多
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
文
化
財
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今

後
も
引
き
続
き
、
木
製
品
の
科

学
的
な
分
析
調
査
を
行
う
予
定

で
す
。結
果
に
つ
い
て
は
、様
々

な
場
面
で
み
な
さ
ん
に
ご
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

臨時学芸員を募集します

木
製
品
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
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本
構
想
策
定
事
業

図書だより
図 書 新 着 ご あ ん な い

開設時間：（火～金）　　　　９：００～１７：００
　　　　　（土日・祝祭日）１２：００～１７：００
休 館 日：毎週月曜日、年末年始
場　　所：上ノ国町民図書室（ジョイ・じょぐら）

＊あおなり道場始末　　　　　葉　室　　　麟／著
＊いまさら翼といわれても　　米　澤　穂　信／著
＊ｉ（アイ）　　　　　　　　西　　　加奈子／著
＊四月になれば彼女は　　　　川　村　元　気／著
＊うき世櫛　　　　　　　　　中　島　　　要／著
＊慈　雨　　　　　　　　　　柚　月　裕　子／著
＊クローバーナイト　　　　　辻　村　深　月／著
＊コンテクスト・オブ・ザ・デッド　羽　田　圭　介／著
＊恋糸ほぐし　　　　　　　　田　牧　大　和／著
＊壁の男　　　　　　　　　　貫　井　徳　郎／著
＊夜　行　　　　　　　　　　森　見　登美彦／著
＊すみなれたからだで　　　　窪　　　美　澄／著
＊アレグロ・ラガッツァ　　　あさの　あつこ／著

２月２２日（水）　午後３時ごろ～
＊新しく入った絵本を中心に読みます。

絵本の読みきかせ

調査をする能城先生（左）と小林先生（右）

江戸東京博物館で
勝山館跡の出土品が展示される

　東京両国の江戸東京博物館で１月２９日まで

開催された「戦国時代展」において、勝山館跡

の出土品が展示されました。

　今回の企画展は、全国から集めた文字・絵画・

出土品などの資料を展示し、日本列島全体で展

開された戦国時代の様子を紹介しています。

　勝山館跡の展示品を見た人の中には、この時

代からアイヌの人たちが使用した生活用具がみ

つかることに驚いている方もいらっしゃいました。

　なお、「戦国時代展」はこの後、京都や山形

で開催され、引き続き勝山館跡の出土品も各地

で展示される予定です。

勝山館出土品の展示の様子

江戸東京博物館

文化財速報！

　教育委員会では、４月から埋蔵文化財の業務に
従事する臨時学芸員を募集します。
募集職種・人数　　学芸員　１名
応　募　条　件　　※次の条件を満たすこと

・大学・大学院で日本考古学を専攻した方
　（卒業・修了見込みの方含む）
応　募　方　法

　下記のものを添えて 平成29年２月24日（金）
必着で、教育委員会に提出してください。
・履歴書（顔写真添付）
・最終学歴の卒業（修了）証明書※見込み証明書可
・学芸員資格を証明するもの
・小論文｢文化財を活かしたまちづくり｣
・主要な論文及び研究業績
※詳しくは町ホームページでご確認ください。
▼お問い合わせ　教育委員会 文化財グループ

6２０１７年２月号


